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ブ
ド
ウ
べ
と
病

本
病
は
、
世
界
中
の
ぶ
ど
う
産

地
で
広
く
発
生
し
て
お
り
、
欧
州

で
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
病

害
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
昭
和
46
年
頃
か
ら
発
生
が

目
立
ち
始
め
、
そ
の
後
、
果
実
へ
の

感
染
も
多
発
す
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
ぶ
ど
う
栽
培
に
お
け
る

最
重
要
病
害
で
あ
る
。
一
般
に
、

欧
州
系
品
種
は
感
受
性
が
高
く
、

米
国
系
品
種
は
耐
病
性
を
持
つ
と

さ
れ
る
。

果
実
に
発
病
す
る
と
甚
大
な
被

害
が
生
じ
る
。
ま
た
、
葉
の
発
病

に
よ
る
激
し
い
落
葉
は
、
果
実
の

着
色
不
良
や
収
量
低
下
を
引
き
起

こ
す
だ
け
で
な
く
、
新
梢
の
充
実

を
妨
げ
、
寒
害
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
要
因
と
も
な
る
。

病
徴葉

で
は
、
は
じ
め
に
表
面
に
淡

黄
色
で
輪
郭
の
不
明
瞭
な
油
浸
状

の
病
斑
が
現
れ
、
葉
裏
に
は
雪
白

色
で
毛
足
の
長
い
か
び
が
密
生
す

る
。
多
発
時
に
は
葉
柄
を
残
し
て

落
葉
す
る
こ
と
も
あ
る
。

果
実
で
は
、
開
花
期
か
ら
幼
果

期
に
か
け
て
の
発
病
が
多
く
、
花

穂
に
感
染
す
る
と
、
病
患
部
に
白

色
の
カ
ビ
が
密
生
し
、
褐
変
し
て

腐
敗
し
花
振
る
い
を
引
き
起
こ

す
。
ご
く
初
期
の
幼
果
で
は
表
面

に
白
い
か
び
が
見
ら
れ
る
が
、
粒

径
が
２
㎝
以
上
の
果
粒
で
は
胞
子

形
成
は
見
ら
れ
ず
、
鉛
色
に
乾
固

し
て
脱
粒
す
る
。

発
生
生
態

本
病
は
、
落
葉
中
の
病
斑
組
織

内
に
形
成
さ
れ
た
卵
胞
子
で
越
冬

す
る
。
こ
の
卵
胞
子
は
寿
命
が
長

ウ
の
葉
、
花
穂
、
幼
果
に
到
達
し
、

遊
走
子
を
放
出
す
る
。
遊
走
子
は

露
滴
中
を
泳
ぎ
、
気
孔
付
近
で
休

止
し
て
被
の
う
胞
子
と
な
り
、
そ

こ
か
ら
発
芽
管
を
伸
ば
し
て
気
孔

か
ら
侵
入
・
感
染
す
る
。

一
次
感
染
に
よ
っ
て
生
じ
た
病

斑
上
に
は
分
生
胞
子
が
多
数
形

成
さ
れ
、
こ
れ
が
再
び
風
雨
に
よ

っ
て
飛
散
し
、
二
次
感
染
を
繰
り

返
す
。
感
染
は
気
温
20
℃
で
は
約

１
時
間
、
10
℃
で
は
約
４
時
間
と

短
時
間
で
成
立
す
る
。
潜
伏
期
間

は
５
月
頃
で
10
～
12
日
、
６
～
７

月
で
は
４
～
７
日
で
発
病
に
至

る
。
開
花
前
か
ら
梅
雨
期
に
雨
が

多
く
、
気
温
が
や
や
低
め
で
あ
る

と
葉
や
花
穂
へ
の
感
染
が
増
加
す

る
。
夏
季
の
高
温
期
に
は
病
勢

が
一
時
的
に
停
滞
す
る
が
、
秋
の

気
温
低
下
と
と
も
に
再
び
活
発
化

し
、
主
に
葉
に
発
病
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

防
除
対
策

べ
と
病
菌
の
感
染
は
短
時
間
で

成
立
す
る
た
め
、
予
防
的
な
薬
剤

散
布
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本

病
は
薬
剤
耐
性
菌
が
出
現
し
や
す

い
た
め
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を
参

照
し
、
作
用
機
構
の
異
な
る
薬
剤

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
Ｑ

ｏ
Ｉ
剤
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
県

下
広
域
で
薬
剤
耐
性
菌
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
べ

と
病
の
防
除
に
は
使
用
し
な
い
。

薬
剤
散
布
は
展
葉
６
～
８
枚
の

時
期
か
ら
開
始
し
、
落
花
期
ま
で

は
オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
80
、
有

機
銅
剤
、チ
ウ
ラ
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
、

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤（
ジ
マ
ン
ダ
イ

セ
ン
水
和
剤
、
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和

剤
）
な
ど
を
散
布
す
る
。
落
花
期

「
キ
ャ
ベ
ツ
黒
斑
病
防
除
に

カ
ン
タ
ス
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ

ル
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒

水
和
剤
が
有
効
で
あ
る
」

【
背
景
】

近
年
、
県
内
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
産
地
で
、
夏
秋
期
を
中
心
に
キ

ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
黒
斑
病
、ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
黒
す
す
病
等
の
ア
ル
タ

ナ
リ
ア
属
菌
に
よ
る
病
害
が
発
生

し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
黒
斑
病
に
つ
い

て
、
防
除
に
使
用
す
る
薬
剤
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
２
０
２
３
年
及

び
２
０
２
４
年
に
カ
ン
タ
ス
ド
ラ

イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス

タ
顆
粒
水
和
剤
の
防
除
効
果
及
び

薬
害
の
有
無
を
検
討
し
た
。

【
技
術
内
容
】

キ
ャ
ベ
ツ
黒
斑
病
防
除
に
カ

ン
タ
ス
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル
の

１
５
０
０
倍
液
ま
た
は
フ
ァ
ン
タ

ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
の
２
０
０
０
倍

液
を
散
布
す
る
。

【
防
除
効
果
】

２
０
２
３
年
お
よ
び
２
０
２
４

年
に
野
菜
花
き
試
験
場
内
ほ
場
で

効
果
試
験
を
実
施
し
た
。
接
種
に

よ
り
中
発
生
の
条
件
下
で
、
対
照

の
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
と

比
較
し
て
カ
ン
タ
ス
ド
ラ
イ
フ
ロ

ア
ブ
ル
は
や
や
劣
る
効
果
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤
は
同
等

か
ら
袋
掛
け
前
ま
で
は
、
果
房
へ

の
汚
れ
や
果
粉
の
溶
脱
を
避
け
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
少
な
い

薬
剤
を
選
ぶ
。
袋
掛
け
後
は
無
機

銅
剤
を
定
期
的
に
散
布
す
る
。

注
）紙
面
の
都
合
上
、本
文
中
に
記

載
し
て
い
る
農
薬
の
適
用
登
録
内

容
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
た
。
農

薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
最
新
の

登
録
内
容
を
確
認
し
て
使
用
す

る
。（

果
樹
試
験
場
　
島
袋
稚
子
）

新
し
く
普
及
に
移
す
農
業
技
術

新
し
く
普
及
に
移
す
農
業
技
術

新
し
く
普
及
に
移
す
農
業
技
術

病

菌

の

は

な

し

幼果期に果粒に発生したブドウべと病

の
防
除
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
２
０
２
４
年
の
試
験
に

お
い
て
、
対
照
の
ア
ミ
ス
タ
ー
20

フ
ロ
ア
ブ
ル
で
は
２
回
目
散
布
以

降
に
外
葉
の
ク
ロ
ロ
シ
ス
が
認
め

ら
れ
た
が
、
結
球
葉
に
は
影
響
せ

ず
、
実
用
上
問
題
な
い
と
考
え
ら

れ
た
。
カ
ン
タ
ス
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア

ブ
ル
及
び
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒

水
和
剤
で
は
、
薬
害
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

【
利
用
上
の
留
意
点
】

①
発
病
前
か
ら
の
予
防
的
散
布
を

徹
底
す
る
。

②
薬
剤
耐
性
菌
の
出
現
を
防
ぐ
た

め
、
作
用
性
の
異
な
る
薬
剤
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
使
用
す
る
。

③
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤

は
魚
類
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
、河
川
、養
殖
池

等
に
飛
散
、
流
入
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、

蚕
に
対
し
て
も
影
響
が
あ
る
の

で
、
桑
葉
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。

（
野
菜
花
き
試
験
場
環
境
部
）

く
、
土
壌
中
で

２
年
以
上
生
存

可
能
で
あ
る
。

越
冬
し
た
卵
胞

子
は
５
～
６
月

頃
、
水
分
を
得

て
発
芽
し
、
分

生
胞
子
を
形
成

す
る
。
こ
の
分

生
胞
子
は
風
雨

に
よ
っ
て
ブ
ド
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オ
ン
リ
ー
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ

モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱

今
回
は
本
誌
に
て
、
弊
社
製
品

を
４
剤
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

近
年
増
加
し
て
い
る
り
ん
ご
褐

斑
病
対
策
と
し
て
使
用
で
き
る
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
環
境

ス
ト
レ
ス
か
ら
作
物
を
守
る
ア
ン

ビ
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
、
優
れ
た
浸

透
移
行
性
の
モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ

ル
、
こ
れ
か
ら
の
殺
虫
代
替
剤
と

し
て
期
待
で
き
る
キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ

ア
ブ
ル
の
４
剤
で
す
。

【
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
】

有
効
成
分

：

テ
ブ
コ
ナ
ゾ
ー
ル

20
・
０
％

◆
特
長

①
幅
広
い
殺
菌
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を

有
し
、
褐
斑
病
、
黒
点
病
、
灰
色

カ
ビ
病
、
斑
点
落
葉
病
、
赤
星

病
、
黒
星
病
等
に
効
果
を
示
し

ま
す
。

②
落
葉
果
樹
、
茶
な
ど
多
く
の
適

【
質
問
】
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の

黒
斑
細
菌
病
の
有
効
な
薬
剤

及
び
防
除
時
期
を
教
え
て
下

さ
い
。

【
回
答
】

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
黒
斑
細
菌

病
は
主
に
葉
に
黄
色
の
ハ
ロ
ー
を

伴
う
大
型
の
黒
色
病
斑
を
形
成
す

る
病
害
で
あ
り
、
育
苗
期
か
ら
収

穫
期
ま
で
、
ど
の
生
育
ス
テ
ー
ジ

で
も
発
生
し
ま
す
。
病
原
菌
は
発

病
し
た
葉
か
ら
降
雨
に
よ
り
周
囲

の
株
に
二
次
伝
染
し
、
ほ
場
全
体

に
蔓
延
し
て
い
き
ま
す
。
本
病
が

ほ
場
で
多
発
し
て
し
ま
っ
て
か
ら

で
は
、
有
効
な
対
策
は
な
く
、発
生

用
作
物
が
あ
り
ま
す
。

③
浸
透
移
行
性
に
優
れ
、
作
物
に

よ
っ
て
は
葉
の
表
面
か
ら
吸
収

さ
れ
て
効
果
発
現
す
る
だ
け
で

な
く
、
有
効
成
分
が
植
物
体
内

を
浸
透
移
行
し
、
均
等
に
分
布

す
る
た
め
効
果
の
安
定
が
期
待

で
き
ま
す
。

④
予
防
効
果
と
治
療
効
果
の
両
方

を
有
し
て
お
り
、
残
効
性
に
も

優
れ
る
た
め
散
布
適
期
幅
が
広

く
使
い
や
す
い
剤
で
す
。

★
近
年
増
加
傾
向
の
褐
斑
病
対
策

と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。
一
次
感

染
期
、
二
次
感
染
期
ど
ち
ら
で
も

有
効
に
使
用
で
き
ま
す
が
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
や
効
果
、
残
効

の
観
点
か
ら
６
月
中
下
旬
～
７
月

上
旬
の
使
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
葉
面
散
布
剤
　
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
】

◆
特
長

①
作
物
の
健
全
な
生
育
に
有
用

な
、
フ
コ
イ
ダ
ン
、
ア
ル
ギ
ン

酸
、
ラ
ミ
ナ
リ
ン
等
を
含
有

し
、
肥
料
成
分
も
含
む
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
剤
で
す
。

②
総
合
的
に
作
物
成
長
を
改
善

し
、
収
量
・
品
質
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

③
溶
け
や
す
く
扱
い
や
す
い
上
、

作
物
を
選
ば
ず
、
農
薬
等
と
の

さ
せ
な
い
よ
う
に
予
防
的
に
防
除

す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
黒
斑
細
菌
病
に
対
し
て

は
無
機
銅
剤
、抗
生
物
質
剤
、抵
抗

性
誘
導
剤
、
生
物
農
薬
等
の
登
録

が
あ
り
ま
す
が
、
黒
斑
細
菌
病
の

よ
う
な
細
菌
性
病
害
に
対
し
て
、

治
療
効
果
の
あ
る
薬
剤
は
な
く
、

発
病
前
か
ら
の
予
防
処
理
が
必
須

と
な
り
ま
す
。は
く
さ
い
の
場
合
、

定
植
か
ら
結
球
始
期
の
重
点
防
除

時
期
は
効
果
の
高
い
薬
剤（
Ｚ
ボ

ル
ド
ー
等
の
無
機
銅
剤
ま
た
は
ア

グ
リ
マ
イ
シ
ン
–
１
０
０
等
の
抗

生
物
質
剤
）を
定
期
的
に
散
布
し
、

そ
れ
以
降
は
薬
害
の
発
生
リ
ス
ク

の
低
い
薬
剤（
ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
、

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
、
マ
ス
タ
ピ

ー
ス
水
和
剤
）
に
よ
る
防
除
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
定
植
時

の
セ
ル
ト
レ
イ
に
灌
注
処
理
す
る

混
用
も
可
能
で
す
。

★
近
年
の
高
温
や
豪
雨
、
そ
の
他

の
環
境
ス
ト
レ
ス
の
前
後
で
使
用

す
る
こ
と
で
作
物
の
回
復
を
助

け
、
正
常
な
生
育
に
戻
す
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

【
モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
】

有
効
成
分

：

ス
ピ
ロ
テ
ト
ラ
マ
ト

22
・
４
％

◆
特
長

①
野
菜
場
面
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
、
果
樹
場
面
の
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
類
や
ハ
ダ
ニ
類
等
、１
剤
で
幅

広
い
害
虫
に
効
果
を
示
し
ま
す
。

②
道
管
と
篩
管
、
両
方
を
通
じ
た

浸
透
移
行
性
に
よ
り
植
物
体
内

に
有
効
成
分
が
行
き
渡
り
、
吸

汁
性
昆
虫
に
効
果
的
に
作
用
し

ま
す
。
新
葉
に
も
有
効
成
分
が

浸
透
移
行
す
る
こ
と
で
長
期
残

効
も
期
待
で
き
ま
す
。

③
キ
ャ
ベ
ツ
、は
く
さ
い
、レ
タ
ス

等
、
薬
液
が
直
接
か
か
ら
な
い

結
球
内
部
に
も
有
効
成
分
が
行

き
渡
り
、
害
虫
の
発
生
を
抑
え

ま
す
。

④
野
菜
、果
樹
、葉
菜
と
幅
広
い
作

物
に
使
用
で
き
ま
す
し
、
作
物

に
よ
っ
て
は
散
布
と
灌
注
、
両

方
の
登
録
が
あ
る
た
め
使
い
や

す
い
剤
で
す
。

抵
抗
性
誘
導
剤（
ア
ク
テ
ィ
ガ
ー

ド
顆
粒
水
和
剤
、
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト

顆
粒
水
和
剤
）
の
処
理
も
有
効
で

す
が
、
防
除
効
果
の
持
続
期
間
は

30
日
程
度
と
な
る
た
め
、
効
果
が

切
れ
る
前
に
上
述
の
薬
剤
散
布
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
薬
剤
防
除
以
外
の
対
策
と

し
て
、
発
病
し
た
苗
お
よ
び
株
の

早
期
発
見
・
除
去
、
黒
斑
細
菌
病

に
か
か
り
に
く
い
品
種
の
作
付
け

が
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
、

薬
剤
防
除
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ま
で
の
試
験
研
究
か
ら

得
ら
れ
た
黒
斑
細
菌
病
の
病
徴
、

本
病
の
発
病
サ
イ
ク
ル
、
本
病
菌

の
簡
易
診
断
技
術
、
発
病
の
品
種

間
差
、
防
除
薬
剤
な
ど
に
関
す
る

情
報
を
体
系
化
し
た「
ア
ブ
ラ
ナ

科
野
菜
の
黒
斑
細
菌
病
防
除
指
針

★
キ
ャ
ベ
ツ
の
コ
ナ
ガ
登
録
の

散
布
希
釈
倍
数
が
２
０
０
０
～

４
０
０
０
倍
に
な
り
、
は
く
さ
い

に
コ
ナ
ガ
登
録
が（
４
０
０
０
倍
）

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

★
優
れ
た
浸
透
移
行
性
を
有
す
る

た
め
、
ぶ
ど
う
で
は
袋
掛
け
後
で

も
効
果
的
に
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
防
除

が
で
き
ま
す
。

【
キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル
】

有
効
成
分

：

エ
チ
プ
ロ
ー
ル

10
・
０
％

◆
特
長

①
り
ん
ご
の
重
要
害
虫
で
あ
る
モ

モ
シ
ン
ク
イ
ガ
、
キ
ン
モ
ン
ホ

ソ
ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
に
優
れ

た
効
果
を
示
し
ま
す
。

②
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
２
Ｂ
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、
現
状
り
ん
ご
場

面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
主
要
殺

虫
剤
と
異
な
る
た
め
、
薬
剤
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
み
や

す
い
剤
で
す
。

③
水
稲
場
面
で
は
普
及
さ
れ
て
い

る
剤
で
あ
り
、
カ
メ
ム
シ
類
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

弊
社
製
品
が
生
産
者
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
末
永
く
バ

イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
製

品
を
ご
愛
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（V
e
r
.

２
）
」
を
作
成
し
、
長
野
県

農
業
試
験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い（h

ttp
s:/

/
w
w
w
.

a
g
r
ie
s
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a
g
a
n
o
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/
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p
/
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）。

な
お
、
黒
斑
細
菌
病
が
ほ
場
で

発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
発
病

株
か
ら
周
囲
の
株
に
病
原
菌
が
飛

散
し
て
、
黒
斑
細
菌
病
が
ほ
場
全

体
に
拡
大
し
て
し
ま
う
た
め
、
速

や
か
に
抜
き
取
り
、
ほ
場
外
に
持

ち
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
育
苗
ハ
ウ
ス
で
黒
斑
細
菌
病

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
育
苗
ト

レ
イ
な
ど
に
病
原
菌
が
付
着
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
資

材
の
殺
菌
・
消
毒
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

（
野
菜
花
き
試
験
場
　
石
山
佳
幸
）

我が社我が社

自慢の自慢の
製品製品

質問に
答えて 
質問に
答えて 


